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Ⅰ 護 岸 の 構 造 形 式  

①  直 立 型  

一 般 に 前 面 の 勾 配 が 1 割 未 満 の 護 岸 を い う 。  

②  傾 斜 型  

一 般 に 前 面 の 勾 配 が 1 割 以 上 の も の を い う 。  

③  混 成 堤  

直 立 堤 と 経 s h 亭 を 組 み 合 わ せ た も の を い う 。  

Ⅱ 護 岸 天 端 高 の 決 定  

１ ）  基 本 的 な 考 え 方  

護 岸 の 天 端 高 は 、 自 然 条 件 や 護 岸 背 後 の 状 況 、 要 求

さ れ る 機 能 及 び 構 造 形 式 を 考 慮 し 、 適 切 な 算 定 式 又 は

推 理 模 型 実 験 に よ り 決 定 す る 。  

算 定 式 は 次 に 示 す と お り で あ る 。  

天 端 高 ＝ ( 1 ) 設 計 潮 位 + ( 2 ) 設 計 波 に 対 す る 必 要 高 + 余

裕 高  

( 1 )  設 計 潮 位  

設 計 潮 位 は 、 構 造 物 が 外 力 に 対 し て 最 も 危 険 と な る

弔 意 で あ り 、 実 測 値 又 は 推 算 値 に 基 づ い て 定 め る 。  

( 2 ) 設 計 波 に 対 す る 必 要 高 を 求 め る 方 法  

①  越 波 量 に よ る 必 要 高 の 算 定 方 法  

②  打 ち 上 げ 高 に よ る 必 要 高 の 算 定 方 法  

③  簡 便 法 に よ る 必 要 高 の 算 定 方 法  

な お 、 そ れ ぞ れ の 方 法 の 使 い 分 け は 、 1 ) 設 計 水 深 が

換 算 沖 波 の 1 倍 程 度 若 し く は こ れ よ り 深 い 場 合 は 越 波

流 量 、 2 ) 設 計 水 深 が 設 計 潮 位 若 し く は 陸 上 の 場 合 は 打

ち 上 げ 高 、 3 ) 設 計 水 深 が 換 算 沖 波 高 H 0‘ の 1 倍 程 度 以

下 で 設 計 潮 位 よ り 海 側 の 場 合 は 、 1 ) 及 び 2 ) の 方 法 で 検

討 、 3 ) 打 ち 上 げ 高 及 び 越 波 流 量 よ り 天 端 高 を 決 定 す る

こ と が 困 難 な 場 合 は 簡 便 法 に よ り 天 端 高 を 求 め 判 断 基

準 と 出 来 る 、 と な っ て い る 。 ― 以 上 ―  




